
ノ
ノ
l

ノ
マ

二
年
六
且
篠
原
の
織
に
、
先
宗
先
頭
に
滋
み
、
矢
を

放
っ
て
平
有
凶
が
鎧
の
胸
板
を
努
ち
、
途
に
内
部
し

て
そ
の
首
級
を
取
っ
た
と
あ
る
。

ノ
ノ
ム
ラ
シ
ョ
ウ
ハ
チ

野
々
村
庄
八

前

m利

家
の
隠
。
天
正
十

一
年
四
月
柳
ヶ
制
酬
の
役
に
戦
死
し

た
。
知
行
千
石
。
子
孫
は
点
亭
元
年
忠
右
衛
門
の
追

放
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
断
絶
し
た
。

ノ
ノ
ム
ラ
チ
ユ
ウ
ヱ
モ
ン

野
々
村
忠
右
衛
門

御
小
持
組
に
邸
し
、
御
Mm
務
行
を
勤
め
て
ゐ
た
。
品
開

千
石
。
貞
享
三
年
一一一
且
日
二
日
銀
あ
っ
て
成
翻
伊
織

お
降
に
御
預
と
な
り
、
四
年
四
月
六
日
上
口
に
追
放

せ
ら
れ
た
。

ノ
ノ
ム
ラ
Z
チ
マ
サ

野
々
村
遇
正

朝
間
興
棋

の
士
白
山
町
仙
考
に
、
野
々
村
沼
正
を
加
州
の
間
人
で
あ

る
と
記
し
て
、『
お
山
砲
ハ
谷
文
晃
)
加
州
滞
士
よ
り
問

之
云
h
k

』
と
の
従
そ
加

へ
、
庖
形
統
略
印
仰
に
は
辺

正
七
十
七
蔵
鍛
の
欽
散
を
縦
せ
て
あ
る
。
併
し
そ
の

加
賀
入
で
あ
る
か
密
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

ノ
ノ
ム
ラ
モ
ヲ
ベ
エ

野
々
村
木
工
丘
一
街
品
開
三

百
二
十
石
o
寛
永
十
六
年
前
倒
刺
判
的
に
従
ひ
小
松
に

移
。
、
陥
に
位
し
た
。
末
孫
勘
左
衛
門
町
文
六
年
に

谷
市
十
郎
を
刃
傷
し
て
総
炊
し
た
。

ノ
ハ
ッ
カ

野
八
ケ

石
川
郡
内
抗
野
・山
市
・
西日ホ
・

米
泉
・泉
野
新
・泉
野
出
・
泉
野
十
一

屋
及
び
増
泉
を

併
せ
て
、
野
八
ケ
と
い
う
た
。
此
の
附
近
は
も
と
脇

田町で
、
凡
，
へ
て
来
野
と
縛
し
た
の
で
あ
る
。

ノ
パ
ヤ
マ

野
端
山

』
ノ
〆
ヤ
マ
野
出
山
。

ノ
プ
イ
へ

信
家

加
賀
の
刀
工
。
借
家
と
切
る
。

惚
永
後
。

ノ
プ
ザ
ダ

信
貞
加
自
の
刀
工
。
=
一
代
茂
右

術
門
信
友
の
ご
子
。
辺
都
太
郎
右
衛
門
。

加
州
住
際

原
信
貞
と
切
る
。
臨
安
頃
の
入
。
そ
の
子
二
代
勘
右

衛
門
又
は
太
郎
右
衛
門
信
貞
は
、
近
代
伊
兵
衛
信
友

の
後
を
受
け
て
、
六
代
信
友
に
な
っ
た
。
卒
保
十
二

年
九
月
間
目
。

ノ
プ
ス
ケ

信
右

加
賀
の
刀
工
。
信
右
と
切
る
。

遁
都
永
井
奥
三
兵
衛
。
天
保
の
閉
山
越
中
前
野
か
ら
来

住
し
た
。

/
ブ
主
ケ

延
武

珠
洲
初
出
相
山
庄
に
関
す
る畑
副

首
問
。
能
器
官
名
跡
志
に
、『
延
武
村
に
、
延
武
と
い
ふ
利

家
公
よ
り
御
技
持
頂
戴
せ
る
山
廻
役
あ
り
。
』
と
縦
せ

る
。
こ
の
村
は
点
字
前
後
に
若
山
村
と
い
う
た
が
、

後
に
延
武
と
い
ふ
百
姓
の
名
に
よ
っ
て
改
め
た
も
の

で
あ
る
。

/
ブ
タ
ケ

延
武

珠
洲
郡
延
武
に
住
ん
だ
百
姓
。

初
め
長
氏
に
仕
へ

、
天
正
十
年
以
後
前
凶
氏
の
御
用

を
勤
め
、
扶
持
前
二
十
}
丸
山
山
青
賜
は
っ
て
、
川
ん
十

村
役
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
二
代
延
武
の
昨
元
利
二
年
扶

持
お
そ
減
じ
て
十
流
出
川
と
せ
ら
れ
、
凶
代
在
武
の
時

正
保
一
一
年
十
村
の
臓
を
除
か
れ
た
。

ノ
ブ
hmダ

信
忠

加
賀
の
刀
工
。

茂
右
術
門
信

友
の
三
子
。
承
剛
山
三
年
前
川
利
治
の
越
巾
削
削
寺
に

訴
注
し
た
刀
中
に
、
白
州
金
部
仙
人
服
阪
信
山
山
と
切

っ
た
も
の
が
あ
る
。

ノ
プ
ツ
ラ
ガ
ヒ

信
蓮
貝

以
前
制
穴
水
の
栴
に

常
住
す
る
貝
で
、
鎌品
川
貝
御
腕
時
・
緊
策
貝
・
汚
貝
の

名
も
あ
る
。
能
E
R
名
跡
志
に、
『
此
磁
に
信
辿
民
と
い

ひ
て
あ
り
。
録
公
よ
り
羽
に
入
れ
来
り
て
、
我
が
子

孫
祭
ゆ
る
な
ら
ば
生
ぜ
よ
と
て
、
礎
に
捨
て
ら
れ
し

に
、
今
多
〈
此
磁
に
在
。
。
今
民
に
籾
に
す
れ
し
跡

と
て
あ
り
。
』
と
あ
る
が
、
長
氏
の
穴
水
城
に
在
る
に

及
ん
で
生
ま
れ
た
併
設
で
あ
ら
う
。

ノ
プ
ツ
ラ
キ

信
連
記
一
加
。
一
h

首
長
家
制
梁

記
。
長
谷
部
信
述
の
能
殺
に
入
凶
し
た
次
第
か
ら
、

そ
の
子
孫
が
前
凶
家
に
随
従
し
、
辿
似
の
時
に
家
人

浦
野
孫
右
衛
門
邸
件
が
起
っ
た
こ
と
ま
で
を
犯
し
て

あ
る
。
三
政
犯
の
附
抗
日
で
、
山
間
四
郎
右
衛
門
の
若

で
あ
ら
う
と
い
は
れ
る
。

ノ
プ
ト
モ

信
友

加
賀
の
万
工
。
杉
本
氏
。
三

州
鍛
冶
系
酬
に
減
れ
ば
、
初
代
信
友
は
京
の
信
凶
の

米
で
、
天
正
十
二
年
加
自
に
来
白
、
二
代
沢
郎
右
術

門
信
友
は
州
出
長
・元
利
の
凶
金
保
に
伎
し
た
と
す
る

が
、
そ
れ
に
相
自
す
る
作
品
は
到
存
せ
ぬ
。
=
一
代
茂

右
衛
門
信
友
は
加
州
住
際
原
信
友
究
永
十
二
年
、
交

は
見
永
二
十
年
十
二
且
二
十
日
と
切
る
。

四
代
年
右

衛
門
信
友
は
白
州
住

際
原
信
友
承
郎
三
年
入
且
苦

目
、
文
は
加
州
金
相
伴
位
陣
原
信
友
釘
文
=
一
年
二
且
日

と
切
る
。

王
代
伊
兵
衛
信
友
は
点
字
頃
。
」
ハ
代
勘
右

術
門
又
は
太
郎
右
衛
門
信
友
は
太
郎
右
衛
門
信
点
の

子
で
、
初
銘
を
亦
儒
点
と
い
う
た
。
手
保
広
年
入
っ

て
宗
家
宥
邸
ぎ
、
十

一
年
九
月
十
八
日
授
。
七
代
太

兵
衛
信
友
は
天
明
七
年
百
月
十
七
日
奴
。
入
代
太
助

信
友
は
抱
政
の
頃
諮
位
し
、
九
代
儒
友
は
初
銘
を
信

政
と
い
ひ
、
泌
総
太
背
後
に
苦
九
郎
、
出
郎
三
年
十

二
月
十
七
日
銀
。
十
代
丈
次
郎
借
友
は
明
治
十
三
年

七
日A
九
日
残
し
た。

ノ
プ
ナ
ガ

信

長

加

到
の
刀
工
。
信
長
と
切
り

腿
永
頃
な
る
と
、
同
じ
〈
信
長
と
切
り
胞
仁
頃
な
る

と
、
加
州
位
入
信
長
と
切
り
古
万
で
あ
る
が
年
代
不

詳
な
る
と
が
あ
る
。
信
長
は
越
後
山
村
安
信
の
系
と

も
い
ひ
、
叉
は
岱
腕
抽
出
古
一
涯
と
も
い
は
れ
る
が
、

民
俗
不
明
で
あ
る
。
現
存
作
品
は
永
正
以
降
の
も
の

が
多
い
。

ノ
プ
ナ
ガ

文
明
頃
。

信
力く

加
賀
の
刀

T一
。
信
永
と
切
る
。

ノ
フ
ノ
シ
ラ
ヤ
マ
シ
ヤ

能
生
の
白
山
枇

越
後

凶
鎖
城
郡
能
生
に
銀
座
す
る
。
白
山
杷
に
丸
町
の
小

副
仰
を
勝
げ
て
『
ノ
ウ
ノ
白
山
、
結
後
。
』
と
見
え
、
白

山
本
宮
の
大
永一
七
年
の
託
寛
起
に
は
、『
白
山
九
所
小

六
六
四

J
.ケ
ソ
ギ
ソ

オ
ハ

跡
第
入
佐
都
武
大
野
内
宮
制
紘
一
一
山
』
と
開札
す
る
。
能
生

の
白
山
匙
は
杭
人
能
生
椛
到
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
ろ
。

/
ブ
フ
サ

信
房

加
賀
の
万
工
。
古
万
則
に
在

つ
て
は
加
州
位
入
信
回
と
切
っ
た
も
の
が
あ
る

o
m

永
頃
。
叉
新
万
矧
で
は
承
服
三
年
前
凶
刺
以
が
越
巾

端
的
寺
に
寄
治
し
た
万
中
に
、
白
州
金
制
作
際
限
川
一

ω

と
銘
じ
た
も
の
が
あ
る
。

ノ
プ
マ
サ

信

政

↓
ノ
プ
ト
モ
信
友
(
九
代
U
o

J
ブ
ξ
ツ

信
光

加
犯
の
万
工
。
加
州
引
時
限

信
光
と
切
る
。
山
崎
正
頃
。

ノ
ブ
ヨ
シ

信
義

加

到

の
万
工
。
儒
右
の
子
。

沼
群
永
井
保
之
丞
。
加
州
金
探
伎
信
義
と
切
ろ
。
阿
国

際
頃
。
ノ
ベ
ハ
ラ
ヒ
マ
イ

延
焼
米

ラ
ヒ
マ
イ
到
鋭
御
節
米
。

ノ
ポ
セ
マ
イ
上
せ
米

廻
米
。

ノ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ

野
間
紳
社

加
裂
却
の
式
内
副
0

・文
政
十

一
年
の
祉
蹴
収
m
q
に
、
河
北
川
小
坂
に
庄
る

小
坂
山
正
一糾枇
を
そ
れ
で
あ
る
と
縦
せ
ろ
。
こ
れ
は

も
と
金
祁
中
間
の
地
に
銀
座
し
た
も
の
そ
修
し
た
め

で
あ
る
が
、
そ
の
式
内
野
間
制
批
た
る
こ
と
の
揃
絡

が
あ
る
静
で
は
な
い
。
越
号
制
空
一
州
志
に
、『
野
間
耐

枇
は
古
来
設
多
〈

有
て
不
二
。

一
に
は
此
小
岐
に

あ
る
祉
と
い
ふ
。
こ
に
は
長
屋
村
に
在
る
祉
と
い
中
。

三
に
は
居
{
呂
別
祉
に
銀
座
と
云
。

此
三
世
と
も
吉
山

匙
許
献
も
あ
っ
て
是
非
不
分
と
也
。
』
と
あ
る
。
父
式

内
等
笛
位
認
に
は

『野
削
紳
枇
。
式
内

一
座
。
玉
鉾

郷
玉
鉾
村
銀
座
。
祭
制
問
若
援
敏
。
今
拠
ニ
玉
鉾
包
ψ

一位偲
-E
。
加
賀
郡
之
蕗
巾
古
お
一
-
石
川
端
J
m
m
有--興

成
。』
と
総
せ
、
大
日
本
史
跡
祇
志
に
も
、
『今
在
-
a

小

坂
村
。

一一説
一冨
。
在
ニ
石
川
郡
王
鉾
村
。
穆
z
玉
鉾

宮
4

』と
見
え
る
が
、
宝
鉾
は
固
よ
り
石
川
郷
で
、
そ

れ
や
一
加
賀
郡
で
あ
っ
た
と
し
た
の
は
、
和
名
品
田
の
銑
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